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黙距離はf10鏡を最も能率よく使用し得る
様に選んである．A，Bはソンズの径が小で
角度が謡いが他は35。乃至40度である，多
年英國に於ては反射用こして賞用されたも
のであるが，像の鮮明は最新の，オルソスコ
ピツクに比較して劣らす，極めて良好であり，
加ふるに，反射光が僅少で反射用接限レンズ
εして理想的なものである．但し古いものである爲に硝子材が現在程透明
でなく，其の爲に多少暗い訣鮎がある・
　　　　　　　ケルナー擾眼レンズ　（Kellner　Eyepieoe）
　　　　　　　　　　　ゲルナーは1860年頃，現在のラfiツ二二の前身で
へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
あるケルナーによって，畿明されナこもので元來ハイ
ダンスを改良しナこものであるが，現在では種々改良
されkものまでクルナーS呼んで居る．
　古い英三三のクルナーε呼ばれるものは，圖の如
くハィゲンスの特殊な型こ考えてよいもので，眼視
’Vンズは色言肯になって居る．其の焦鮎が覗野レンズに極めて近い爲にレン
ズ面の芥の影響を受け色盛も謙り良好でない．現在，英國で彗星用接眼レ
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ンズCOInet　Eyepieceε呼ばit’しるものは多く此の型で，眼覗レンズが凸メ
ニスクスになって居る．
　現在猫逸の會肚によって作られて居るケルナーは寧ろ色潰ラムスデンミ
考えてよいものである．
　眼覗レンズは常に色漕しであるが，ツァイス，ブッシュ等のものは爾レ
ンズjkZis凸Vンズであり，東京の日本町學工業會祉のものは凹凸レンズで
ある．
　實用上認められない程度の紫色か観野の端に表はれ又球面牧差もオルソ
スコピツク程完全に匡正されす，從ってf6の鏡までしか有敷に使えないが
f8より長焦黙のものでは反射用εして殆ん：ヨ完全ざいってよい，
　　　　　　　　　　　　像の表はれ方は明らかにオルソに僅か劣るが，
羅嚢》灘灘蕪茎
從って通常9ミリ以下の率馳のものは作られない．
　クルナー型は構造によっては反射光が多い．例へば日本光學工業のもの
は覗野の中央に一貼ε，像の反1封側に一気ε可なり著しい光斑を共ふ．ツ
ァイス製のものでは比較的よく除去されて居る．
　筆者の知る範疇では：米國のブラシアー會杜製のヘスチングス　Has伽gs
氏設計のケルナー一が角度及像の黒当に曾て一流のものε思ふ．
　目燭光墨工業製は
　40ミリ25圓，30ミリ20圓，18ミリ15圓，12・5ミリ12圓，9ミリ12圓・
　　　　rt　Jvj　X＝ビツウ（i鍵像棲膿レンズ）　（Orthoseopie　Eyepieoe）
　　　　　　　　　　　　オルソスコピツクはZF凸レンズε三枚合せの
譲鍵撫灘1欝i三ll
　　　　　　　　　　　て色滑のよい事ミ，球面牧差の少ない事でf5の
鏡にまで使用し得る．tルソスコピヅクの重要な特長は整像にある．他の
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接眼レンズでは覗野の中央ε端で焦凸面が異るSか，或は視野の端で直線
のも0）が曲って見える等の訣鮎があるが，オルソには殆んさ存在しない、
覗野の角度は通常約40度で，目εレンズの距離も比較的逡く，何れの黙か
ら見ても一流の接眼レンズである．特に反射の如き短紫黒占のものに用ひて
良好であり，高倍牽εして適當である，星像の眼下試験による球面牧差の
楡出はオルソでないε信用出來ない．
　訣鮎は，長焦鮎のものは，硝子が厚い爲に光の吸牧が多く，叉，不愉快
な反射光を共ふ事であって，通常覗野の中央に光斑が出來る．此の反射光
は揚合によれば甚だ邪魔になるものであるが，此れを除けば覗野は暗い最：
新の設けになるクック會杜のオルソは反射虚像が殆ん書除去され，著しい
進歩を示して居る．良好なものであり，叉製造に手生を要するので著しく
藏慨であり通常ノ・イゲンスの二倍を慣する．反射の眞の良像はオルソでな
いミ味はNれない．
　：tルソは猫の玉趾では何慮でも製造ざれて居るが，最近まで製造されな
かった英國でもクック會就で良好なものが嚢費された．
　債番所　　蓉蜀フ○）ンミ／ユ製
　　　　　　　　　40ミ1）40圓，25ミ、〕26圓，1‘：）．6ミリ20圓・
　　　　　　　　ソアイス製
　　　　　　　　　7ミリ28圓，5ミ1］28圓，　4ミリ36圓・
3ミリ及び2ミリまで製造さる．
　ギツフオード氏：慮ルソケ目マット　（《lifford・orthochromati．e　Chromatie）
　反射用及屈折用εしてもオルンコピツクに優るε言はれるもので英κ一
ヵ一會紅の製晶である．金具は顯徴鍾ミ同じく28．5えりで，角度は約4Q度
優秀な接眼レンズである．1921年頃護費
　　　　　　18ミリ　12。5ミ）J　　9ミlj　　6ミリ　一磯十五志　 糸幅20圓
　　　　　　　4ミ1　　　　　　　　　　　　　二酵五志　約2T圓
　　　　　　C．　Bal〈er　＆　Co．　244　Hlgh　Holborn，　London・
　　　　　　　　クツウ接眼レシズ　（Cooke　Eyepiece）
　英クック會趾の製品であって五枚Vンズで出來て居る．
　三枚レンズの覗野レンズE二枚合せの眼税レンズで出來て居り，何でも
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間に合ふ優秀な接眼レンズであるが，オルソより製造が困難であり從って
三三である．f4の魂に充分使用し得る．
　　　　　　　　　　接眼レンズの優劣
　次表は1927年B．A．　A．の會報に表れナこ英クク會杜　E．　W．　Taylorの批
評である．
　接眼レンズの能率上の重要な性質は大鎧次の様にあける事が出來る．
　　　　　　　　　a．色消し
　　　　　　　　　b・　覗野の中央の像の鏡さ・
　　　　　　　　　c・親心の角度及び端［：於ける鏡さ・
　　　　　　　　　d・光の通過量。
　　　　　　　　　e・反射光，及び散光少なき事・
　　　　　　　　　£　眼の位置．
　實用上完全なものを10εすればクック會杜の獲費晶で，
　　型　 ab　e　def言十　モノセントリック　10　10　5（30。）　IO　10　10　55
　〃ツク接　艮ソンズ　10　10　10（■15。）　　7　S　10　Ss
　」ic・）vソスUb・　yiク　エ0　　9　9（40。）　　7　　7　　8　53
　四枚y7ズケrVナー10　10　10（45。）　7　7　7　51
色滑ラムスデン　10　　9・　7（37。）　7　　7　10　50
　三三枚レンズケjVナー10　　　8　　9（40つ）　　　7　　　7　　　7　　48
　ノ、！1ゲンス　　　　　5　　　7　　10（450）　　　8　　　7　　　8　　45
　ラムスデン　　　　　5　　　7　　7（370）　　　8　　　7　　　8　　42
　以上の表は屈折望遠鏡を標準にしたものであるから反射用ミして多少の
修正は必要であろうが最後の合計数に於ては殆んtt・差がない。
　　　　　　　　　　　バe一・　es　一　Vンズ　（Barlow）
　バーロー一　Vンズはバーn　一一の考案しナこ方法で凹レンズを接眼レンズの前
において主鏡の焦黒占距離を著しく延長し，從って高溶率を得る事の出來る
ものである．實用」二凹レンズは二枚合せ或は三枚合せの色消凹レンズにな
って居る．バー一　V　一一レンズE接眼レンズの距離の攣更によって，倍率は可
なり加減出來る．通常凹レンズは其の固有焦比島距離の牛ば以上は離されな
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い．倍牽の廣大は5割乃至7割が適度である．
　バルローレンズを使えば如何様にも倍率が攣更し得る様に見えるが岡三
上から見ればバルローレンズは完全なるものでない爲に色三差及び球面孜
差を共ふ爲に前記の如き倍牽の範團が適當である．叉像が覗野の中心の
み鮮明であり又凹レンズである爲に面角接眼レンズでも端野の端が切れる
等の訣黙もある．
　：專：問會杜の屈折用のものは通常一硯以上であるが若しナイ1一グラスε呼
ばれる大口脛の双眼鏡の接眼レンズの合成凹レンズが手に入れば殆ん3同
檬に使ひ得る．
　バルローレンズは不必要こいふ人もあり接眼レンズの完全なセットを持
つ人々は餓り必要でないが接眼レンズを多く持たない場合耳茸率を得るに
便利なもので所持して損のないものである．
こあ飢7ζお月檬
　アレキサンダー。ユーゴーば二歳四ク月の男の子であります．そして，人生の
最：初の勉強の一一つであみ母謙語の研究に無心に耽けつて居ります・それ【ち『二つ
ちmpんな椅子の上にあがしてちょうだい』こか　『手な綺麗にして下さい」ピ言ふ
のた『お手手きれいくしてハン』ピ言ふ位の語學の力しかありまぜんが，然しそれ
でも吾々の・英語や掲逸語の實用露語よりもKるかに優秀なものでありまdう・
　或日・彼は彼のパパ定共に夕暮の河畔た趙了しまし7こ・西の山々の上に匡夕焼
雲が，黄金色It光り輝いて居りまし7こ・
　『きれいなカナカナ日暮しあるね』tV一　一4ゴーに言ひました・『カナカナ日暮し』
に夕焼古歌の申1：あるのですが，彼の頭の中でば指弾書カナカナ日暮しミ同じも
のであるのでし7：・何書なれば彼の頭にば日暮の概念匡存在しまぜ抑から・
　　　『あそこにニキソ1な：おほし様居るね』
西の空に匡天國からの光の様にギイナスが輝き出して々りましナこ・
　やがて夕焼雲も色あぜて行く頃中天にit淡い・fi：月が懸りましずこ・
　　　『tうさん！　tうさん！　こわれずこお月檬居るね』
それがユーゴーの月の嚢見でありましすン　＝われナこお月様！　何建面白い形容で
ばありまぜんか・
　生活につかれ7二大人逮の眼（t，いつも地上か向いてゐます・路傍の小石の間に
も，何かマムモンの絵ナこくが落ちてば居ないかS・大人の眼ば濁ってみる爲めで
dう．然し小見の眼にいつも天上の美のみ見てみろ様であります・私通戦時或ろ
男に望蓮鏡で木星か見tfてやつナこ事があります・何だ，こんなものか，僕ぱもつ
ビ大きく見えろかミ思った』それがその男の言葉でありましナこ・私ば二時七八
歳の子供に同じ星た同じ皆既鏡で見ぜてやつ六事があります・子供は驚嘆して叫
びまし7こ・『ab　一Eきい』S・私は何時までも見書れてるろ子供にナこづれまし7こ・
『これ位に要えるかね』t・子供ば『こんなに大きく見えろ』E言って腕か出來ろ
丈け大きく擾げましナこ・大人の濁つナこ眼匡横着ですから眞實准見る事が出來まぜ
んけれこも子供の眼［dl何t天翼らんまんである事でdう・（1927・8月星見小路）
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奉天みやげ（其の一）
奉天葵町11番地の西岡自邸に据
え付けられて，6月16日から7
月1日まで山本博士がヰンネy
ケ彗星の観測に用わたソアイス
110ミリ赤道儀亡其の附近の景
である，背景［t牛田理學士の
家・
?
前後宇月蝕，山本博士が日夜起居し7：西岡家の客間・
机上［：　［1星圖，計算尺，天髄暦，床にに天球儀ミ流
星圖亡篇眞乾板，左端の白布に包んi：の｛tクローメ
ーFJレ．
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奉天みやげ（其の二）
山本博士が今から十七年前の大學生時代に唯一の同窓生で，共に
志田教授の「星學通論」を聴講しナこZF田理學士が奉天葵町の西岡
家の御隣りに住んでゐられるのは奇遇であっt，
6刀19日，山本門田雨氏が13年ぶりの昔話しなしながら奉天の璽域ナニる
北陵Aetu策してみる景・
380
　　　　　　　　　　あが五百貫のビラーが掲るEころ
「〃ク十二吋」の臨画柱（Piller）の
最下部に撲る五百貫の大鐵塊々，
・七十尺の櫓によって，八人の人
夫7：ちが易々ミ捲き上げ，ドー
ムの長窓から中に入れて，する
するSコンタ））1ト豪の上に降
し7このには皆驚いナこ．（去る7月
18日のこt）
f帳幽幽e．ご｛、喧齢
齢
???｝
’難嫉難雛簸’購
彼等に議論一つするでなく，只「ヤ
イ」sか【ナー」ごか威勢の好いか
け聾ばかり懸け合ふ間に，猿より
も巧みに櫓の上P下へ．又ドF・ム
の窓の上へ下へ，馳け上り馳け下
り，恰も地球の重力なごに無いも
ののPう・
